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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 
 最近の業績動向を踏まえ、平成 25年 7月 31日に公表した平成 26年 3月期通期の業績予想および未定として

公表した平成 26年 3月期配当予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

１．業績予想の修正について 
平成 26年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想  ( Ａ ) 

百万円 

2,720,000 

百万円 

△75,000 

百万円 

△110,000 

百万円 

△75,000 

円 銭 

△98.99 

今 回 修 正 予 想  ( Ｂ ) 2,720,000 △65,000 △100,000 △65,000 △85.79 

増 減 額  ( Ｂ － Ａ ) ― 10,000 10,000 10,000  

増 減 率  ( ％ ) ― ― ― ―  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 5 年 3 月 期 ) 
2,648,994 △14,483 △43,542 △32,161 △42.45 

 
平成 26年 3月期通期個別業績予想数値の修正（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想  ( Ａ ) 

百万円 

2,560,000 

百万円 

△90,000 

百万円 

△120,000 

百万円 

△80,000 

円 銭 

△105.58 

今 回 修 正 予 想  ( Ｂ ) 2,560,000 △80,000 △110,000 △70,000 △92.38 

増 減 額  ( Ｂ － Ａ ) ― 10,000 10,000 10,000  

増 減 率  ( ％ ) ― ― ― ―  
( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 5 年 3 月 期 ) 
2,485,675 △28,906 △52,197 △35,311 △46.60 

 

 

修正の理由 

 平成 26年 3月期通期の業績予想につきましては、さらなる経営効率化による費用の削減が見込まれることから、

上記のとおり業績予想を修正いたしました。 
 

 

 [業績予想の主要諸元（通期）]  

項  目 
 

今回修正予想 前回発表予想 

販売電力量（億ｋＷｈ） 1,241程度 1,241程度 

原油 CIF 価格（＄/ｂ） 113程度 113程度 

為替レート（円 /＄） 98程度 98程度 

（インターバンク） 

 

 

 

 

 



 

２．配当予想の修正について 

平成 26年 3月期配当予想 

 年間配当金 

第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（平成 25 年 7 月 31 日公表） 
未定 未定 未定 

今 回 修 正 予 想 0円 0円 0円 

当 期 実 績    

前 期 実 績 

（ 平 成 2 5 年 3 月 期 ） 
25円 25円 50円 

 
修正の理由 

 平成 26年 3月期の配当予想につきましては、第 2四半期末、期末ともに未定としておりましたが、厳しい経営

状況などを総合的に勘案した結果、大変申し訳なく存じますが、上記のとおり配当予想を修正いたしました。 

 

 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要

因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。  

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。  

 

 

 

以 上 

  


